
9 

直豆l
電波天文学研究室だより

回 出春夫 柿沼隆清

太陽電波の観測は1964年も引き続き 4つの周波数て、述 Taurus A， Omega Nebula， Orion Nebula および

続的に行ってきた.今年は太陽活動極小期に当り，殆ん Cygnus A で. 特lζ最後の'電波点i1f、は 2重構造がかな

ど異常現象は観測されなかったが，干渉計の観測による りはっきりと観測され， 0.7'ビームの威力を示した.

と小さな活動領域はほぼ絶え間な く現われていた.ただ また太陽の電波強度をもとにして算出した乙れら電波点

7月28日を中心とする4日間位は大体何もなかったと言 源の強度が，多くの観測者によるスペクトJレ曲線の上lと

うことができる目1954年 2月以来10年 5カ月ぷりのとと よく乗る ととから.われわれの 9400MCの太陽電波強

である.電波の強度は 3750MC  において前の極小のと 度の絶対値がかなり正しい値に近いζとを確認した な

き!と77単位であったは)のに対し，今回は78単位で誤差範 お乙乙に使用したメーザは，目下反射面を改修中の10メ

図内で一致している. 一トノレパラボ ラにつけて宇宙電波の観測を行うのにも使

太陽が静かなときを利用して，9400MC複合干渉計の 用する予定である.

拡張工事を若々と進めている.まず 1.2mのアンテナ 更に，話は細かくなるが，Dicke方式のラジオメ ータ

16個を 2mlC拡大する工事は1964年初夏iζ完成した (2)(3) ーでt tt¥カの同期整流方式IL全波義流を用いると半波整

円形低損失 Hll形導波管と低雑音進行波管摺巾器の使用 流を用いるより!感度が上昇するように一部で信ぜられて

により感度は著しく増大したが，各アンテナのビームが いるが，乙れは誤りで両者IC殆んど差がないととを導い

鋭くなったために新たな問題が発生した 一つは太陽函 た (5)

の中心と東西周辺で感度が変ってしまう問題で，とれに

対しては Stepdrive方式というのを考案して解決し

た.もう一つは据付方式自体の問題で，コンクリートの
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